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ワイヤレス通信の業界では最先端の情報サービスに対する需要が急増してい
ます。高速のインターネット・アクセスが実現されている地域においては、
音声や低速度のデータ・サービスのみの提供では不十分になっています。柔
軟性に富んだマルチメディア情報サービスがユーザの要求に応じて、任意の
場所、任意の時間に提供されるグローバルな情報ネットワークが実現されよ
うとしています。広帯域を必要とするマルチメディア・サービスをサポート
するためには、携帯電話システムやネットワークに要求される新しい困難な
課題に対応しなければなりません。

国際電気通信連合（ ITU： International Telecommunications Union）は、こ
れらの要求に対応した IMT-2000と呼ばれる複数の標準規格を策定しました。
しかし、第三世代のワイヤレス通信の標準規格は、新たなサービスやテクノ
ロジの確立と共に、将来さらに変更、拡張されることが予想されます。した
がって、これらの標準規格を実現するシステムは、高い柔軟性を備え、これ
らの変更に簡単に対応できるようになっている必要があります。さらに、第
三世代の製品に対する需要はまだ不確定であるため、高額な開発費用  (NRE)
を負担するのは困難です。 

NREコストと長い開発期間が伴う ASICでは、設計変更によるデバイスの再
設計に高額な追加費用が必要になります。例えば、 Turbo符号に関する規格
では、最初の仕様がリリースされてから４ヶ月後に「  lower-limit block level」
の部分の仕様が変更されています。 Turbo符号を処理する機能を初期の仕様
にしたがって ASICで実現していた場合は、  ASICの再設計が必要になったは
ずです。

学界などで注目されている最先端の機能拡張テクニックには、スループット
の高いプラットフォームが要求されます。このような第三世代のワイヤレス・
アプリケーションには、 NREコストが必要なく、要求されるスループットと
高い柔軟性を実現するプログラマブル・ソリューションの採用が最適です。

アルテラの高集積、高性能プログラマブル・ロジック・デバイス (PLD)と  IP
（ Intellectual Property）ファンクション、 QuartusTM開発用ソフトウェアを
組み合わせることにより、ワイヤレス通信市場に対して完全なソリューショ
ンが提供されます。例えば、アルテラの高集積 APEXTMデバイスには数千個
もの乗算累算器  (MAC: Multiplier-Accumulator)を実装することができるた
め、非常に高いスループットのプラットフォームの開発が可能です。このア
プリケーション・ノートでは、アルテラのデバイスと IPファンクションを用
いて IMT-2000 標準規格に準拠した  W-CDMA（  Wideband Code Division
Multiple Access）システムを実現する方法について解説します。
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アルテラのデバイス、 IPファンクション、ソフトウェア・ツールに
ついての詳細は、アルテラの webサイト、 http://www.altera.comを
参照してください。 

W-CDMAの
トランスミッ
タ

このセクションでは W-CDMAの規格をサポートするダウンリンク・トラン
スミッタのディジタル・アーキテクチャについて解説します。図１は、トラ
ンスミッタのブロック・ダイヤグラムを示しています。薄いアミかけのブロッ
クはアルテラの PLDに実装することができ、濃いアミかけのブロックはソフ
トウェアで実現して ExcaliburTMエンベデッド・プロセッサ PLDに組み込ま
れているプロセッサ上で実行することができます。  

図 1　 W-CDMA用トランスミッタのアーキテクチャ   

W-CDMAの標準規格に準拠させるため、エラーの検出と訂正を行うための 
CRC（ Cyclic Redundancy Code）ビットが付加され、チャネル・コーディ
ング用のエラー訂正ビットが追加されます。データはユーザ規定、またはチャ
ネル仕様のコードで拡散され、所定のチップ・レートのデータ・ストリーム
が生成されます。受信側でマルチパス信号が確実に識別され、デコードされ
るようにするため、拡散されたデータ・ストリームが Goldコードを使用して
スクランブルされます。そして、指定された帯域幅内で信号を送信するため、
パルス整形フィルタでデータ・ビットが整形されます。次に、信号はキャリ
ア変調部と無線周波数 (RF)変換部を通過して、アンテナから空中に送信され
ます。トランスミッタで使用される多様な機能が、以下のセクションで説明
されています。 

■

 

CRCチェッカ 

■ エラー訂正（ FEC： Forward Error Correction）  

■ ブロック・インタリーバ 

■

 
OVSF（ Orthogonal Variable Spreading）チャネライゼーション・コード 

■ スクランブル・コード 

■

 
QPSK（ Quadrature Phase Shift Keying:４相位相シフト・キーイング）
モジュレータ
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CRCチェッカ 

W-CDMAの標準規格では、 CRCチェックに関して４種類の多項式が規定さ
れています。 
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アルテラは、これらの多項式が実現できる CRC MegaCore  ファンクション
を供給しており、第三世代の規格に適合させることができます。この CRC
ファンクションでは、以下の項目を含む完全なパラメータ化が実現されてい
ます。 

■ 可変長生成多項式 

■

 
1ビットから多項式の幅までの可変データ幅 

■ 任意の初期値

エラー訂正（ FEC） 

W-CDMAの標準規格では異なるサービス品質をサポートするため、 2種類の
エンコード手法が定義されています。音声および  MPEG4のアプリケーション
には、 10-3までのビット・エラー・レート (BER： Bit Error Rate)を実現する
コンボリューショナル・エンコーディングが使用され、データ転送のアプリ
ケーションには 10-6までの BERを実現する  Turboエンコーディングが使用さ
れます。

コンボリューショナル・エンコーダ

コンボリューショナル・エンコーダで要求される仕様は以下のとおりです。 

■ 基地局： K=9、レート =1 / 2および 1 / 3 
■ モバイル（端末） : K=9、レート =1 / 3

コンボリューショナル・エンコーダには、遅延エレメントと XORが使用され
ます。アルテラは、アルテラの PLDに最適化されたビルディング・ブロック
を LPM（ Library of Parameterized Modules）の形で提供しています。例え
ば、 LPM_SHIFTREGや LPM_XORなどのファンクションを使用してコンボ
リューショナル・エンコーダを構成することができます。
Altera Corporation  3
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Turbo エンコーダ 

Turboエンコーディングでは、ある一定の複雑な計算で比較的大きなエン
コーディング・ゲインを得ることができます。このエンコーディング手法は、
長い送信遅延が許容されているデータ・サービスに有効です。 W-CDMAの仕
様は、以下のとおりです。 

■ ８ステート構成になっている２個のエンコーダおよび１個のインタリー
バを使用するパラレル連接コンボリューショナル・コード (PCCC： 
Parallel Concatenated Convolutional Code)

 

■ ブロック・サイズ : 40ビットから 5,114ビット  

■ パンクチャリング : レート =1 / 3（パンクチャリングなし）、　
レート =1 / 2（パンクチャリングあり）

アルテラは、 W-CDMA の標準規格に準拠した Turbo エンコーダ MegaCore
ファンクションを提供しています。このメガファンクションのブロック・ダ
イヤグラムが図２に示されています。この Turboエンコーダを APEX 20Kデ
バイスに実装した場合、 3,000個のロジック・エレメント (LE)と 10個のエン
ベデッド・システム・ブロック（ ESB）が使用されます。

図 2　ターボ・エンコーダのブロック・ダイヤグラム

ブロック・インタリーバ

ディジタル・データを送信するシステムには、データを破壊する可能性のあ
る、通信チャネルからのスプリアス・ノイズやバースト・ノイズの影響を低
減するためのエラー訂正機能が必要です。ブロック・インタリービング動作
では、データが矩形行列マトリックスに書き込まれ、送信時間間隔 (TTI： 
Transmission Time Interval)の値をベースにしてマトリックスのカラム（列）
の順番が並び替えられます。 APEXデバイスの ESBには、各エレメントによ
るマトリックスをストアすることができます。カラムの順番を並べ替えると
きは、カラムごとに適切なシーケンスでデータを読み出します。この場合、
エンベデッド・プロセッサ上で動作するソフトウェア・ルーチンによって、
適切なリード・アドレスを生成することができます。  

エンコーダ１

エンコーダ２インタリーバ パンクチャ パリティ入力

データ
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OVSFチャネライゼーション・コード

シングル・ソースからの送信は、チャネライゼーション・コードにより、 1セ
クタ中の複数のダウンロード・コネクションと、アップリンク専用の物理チャ
ネルに分離されます。 OVSFチャネライゼーション・コードは、ツリー構造
の直交コードを用いて異なる物理チャネル間の直交性を確保します。ツリー
構造のコードは、以下の等式を用いて帰納的に生成されます。

このプロセスは帰納的になっているため、 OVSFコードの生成をソフトウェ
アで実現して Excaliburエンベデッド・プロセッサ  PLD上で実行させることが
できます。このデバイスのメモリ・ブロックには、中間の計算結果をストア
しておくことができます。

基地局のサブシステム内で実行される他の処理には、別のユーザに割り当て
られた OVSFコードを参照する動作が必要になることがあります。アルテラ
のデバイス内に構成される CAM（ Content-Addressable Memory）には、こ
れらのコードをストアすることができ、必要に応じて迅速にアクセスするこ
とができます。この詳細については、アルテラ発行の  White Paper
「 Designing Wireless Basestations with APEX CAM」を参照してください。

スクランブル・コード

スクランブル・コードを用いることによって、マルチパス環境におけるダ
イレクト・シーケンス方式の CDMA(DS-CDMA)技術の効率をさらに向上
させることができます。このスクランブル・コードを採用することによっ
て、拡散コードの遅延時間の異なる信号間の自動相関を著しく低減させ、
受信側で異なるパスの信号を正しくデコードできるようにすることができ
ます。さらにスクランブル・コードを使用することによって、ユーザと基
地局のセクタを相互に分離し、それぞれのセクタを関連させることなく独
自の OVSFツリー管理が可能になります。スクランブル・コード・ジェネ
レータに関する W-CDMAの仕様は、下記のようになっています。

ダウンリンク : 

■

 

218種の Goldコードの 38,400チップ  

■

 
512種類のスクランブル・コード 

■ グループ化による効率的なセル・サーチ

C2n

C2n 1,
C2n 2,

C2n 2n,

Cn 1, Cn 1,
Cn 1, C– n 1,

Cn n, Cn n,
Cn n, C– n n,

==
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アップリンク : 

■ ロング・コード : 225種類の Goldコードの 38,400チップ　 

■ ショート・コード : very large Kasamiコードの 256チップ

図３は、ダウンリンク・スクランブル・コード・ジェネレータのブロック・
ダイヤグラムを示しています。

図 3　スクランブル・コード・ジェネレータ

スクランブル・コード・ジェネレータは、コンボリューショナル・エンコー
ダにも使用された LPMファンクション ( LPM_SHIFTREGおよび LPM_XOR )
で構成することができます。スクランブル・コード・ジェネレータの構成を
図４に示します。この図から、これらの LPMファンクションを活用すること
によって、ジェネレータを簡単に設計できることがわかります。

I

Q
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図 4　スクランブル・コード・ジェネレータの構成（ダウンリンク）

このデザインには、EP20K100E に内蔵されているリソースの 1% に相当する43 個のLE を使用。  

QPSKモジュレータ

図５は、ディジタル・ドメインでベースバンド・フィルタとキャリア変調を
行うモジュレータを示しています。
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図 5　ディジタル I/Q モジュレータ

アナログ方式のモジュレータの替わりに、ディジタル方式の I / Qモジュレータ
を採用することによって、以下のような利点が得られます。 

■ 数値制御オシレータ (NCO： Numerically Controlled Oscillator)とディジ
タル・ミキサを使用することによって、ディジタル・ドメインでのチャ
ネル選択が可能になる。 

■ ダイレクト・ディジタル・シンセサイザによって、より精密な周波数選
択と短い同調時間が実現可能となり、振幅と位相のバランスも改善され
る。 

■ ディジタル・フィルタにより、非常にリニアな位相と最小のシェープ・
ファクタが実現可能になる。 

W-CDMAの仕様に準拠させるためには、以下の回路機能が必要です。 

■ ナイキスト・フィルタ
－Rootraisedcosineフィルタ : α=0.22
－サンプリング・レート: 3.84Msps ×4 

■

 
NCO
－チャネル・マッピングを行うための60MHzの帯域幅
－高いSFDR（SpuriousFreeDynamicRange）

アルテラは下記の IPファンクションを提供しており、これらを使用して完全
なモジュレータを構成することができます。 

■

 

Root raised cosine interpolationフィルタが構成できる FIR Com-piler 

■

 
NCOを構成するための NCOコンパイラ  

■ ディジタル・ミキサを構成するための  LPMファンクション、 LPM_MULT  

図６は、 QPSK モジュレータの機能を実現したデザインを示しています。こ
のデザイン例は完全に最適化されていませんが、 EP20K100Eに内蔵されてい
る全 LE数の 50%に相当する 2,092個の LEと、全 ESBビット数の 92%に相
当する 24個の ESBしか使用されません。  
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図 6　 QPSKモジュレータの構成（ダウンリンク） 

CORDICアルゴリズムをベースにしたマルチ・キャリアの QAMモジュレー
タを実現するという新しいアプローチがあります。図７を参照してください。
スペクトラムおよびエラー・ベクタ・マグニチュード（ EVM： Error Vector
Magnitude）に関する W-CDMAの規格に完全に準拠したクワッド・モジュ
レータがアルテラの PLDで実現されており、これは「 A Multicarrier QAM
Modulator, IEEE Transactions on Circuits and Systems-II: Analog and Digital
Signal Processing」の中で解説されています（ 20ページに掲載されている参考
資料を参照）。各モジュレータは、 root raised cosine フィルタのペアで構成さ
れています。これらのハーフ・バンド・フィルタは CORDICローテイタに接
続され、ベースバンド信号が中間周波数 (IF)に直接変換されます。ディジタ
ル－アナログ変換の sin  x/xロールオフ効果を補正するため、 sin  x/xプロファ
イルを反転させたバンドパス・フィルタが使用されています。
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図 7　 CORDICをベースとした QAMモジュレータ
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  W-CDMA
レシーバ

このセクションでは、 W-CDMAの規格を実現するレシーバのディジタル・
アーキテクチャについて解説します。図８は、レシーバのブロック・ダイヤ
グラムを示しています。薄いアミかけのブロックはアルテラの PLDに実装す
ることができ、濃いアミかけのブロックはソフトウェアで実現して Excalibur
エンベデッド・プロセッサ PLD上で実行することができます。  

図 8　 W-CDMAレシーバのアーキテクチャ 

I/Qデモジュレータ 

I

 

/

 

Qデモジュレータは、アルテラの製品を使用して７ページに示した QPSKモ
ジュレータと類似した方法により構成できます。

逆拡散（ Despreading）

ワイヤレス・ネットワーク・システムの高周波通信は、マルチパスの伝送環
境になります。システムの効率を上げるためには、システムがシングル・ユー
ザの場合でも、複数のユーザの場合 (ジョイント検出を行っている場合 )でも、
多数のマルチパスを同時に逆拡散できる機能をサポートしている必要があり
ます。このような機能には、複数のフィンガで異なるマルチパスを逆拡散す
る RAKEレシーバが最適です。

図９に示されているこれまでのアプローチでは、粗遅延予測ユニット（  coarse
delay estimation unit）により適切なタップ値を検出し、この値でフィンガと
接続された DLL（ Delay-Locked Loop）をトリガすることによって、マルチ
パスがトラックされていました。しかし、この方法の実現方法は複雑で、マ
ルチパスをトラックするプロセスが分散化されるため、好ましくありません。
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図 9　 DLLをベースとした従来のレシーバ

さらに望ましい実現方法は、サンプル時間ごとに新しいタップ値を出力する
フル・マッチド・フィルタ（ full-matched filter）です。フル・マッチド・フィ
ルタは専用の DLLを必要とせず、集中制御が可能な RAKEレシーバを構成で
きるため、 DLLを使用した分散型の実現方法よりも簡単に実現できます。高
集積 Excaliburエンベデッド・プロセッサ PLDでは、プログラマブル・ロジッ
ク部にフル・マッチド・フィルタを実装して、エンベデッド・プロセッサで
ロジックをコントロールすることができます。  

チャネル・エスティメータと信号デコーダ

チャネル歪を補正するためには、システムによる複素数の振幅と位相の推定
が必要になります。この動作は RAKEレシーバの機能の一部となっており、
コヒーレント検出に対して要求されます。複素数の振幅と位相の推定に使用
される手法のひとつが、 WMSA（ Weighted Multi-Slot Averaging）チャネル・
エスティメーション・フィルタと呼ばれるパイロット・シンボルを利用して
チャネルを推定するフィルタです。この手法では、バイナリ相関器を用いて
広帯域信号を狭帯域信号に変換します。パイロット・シンボルは、データ・
シンボルからデマルチプレックスされます。パイロット・シンボルは複数の
スロットにわたって平均化され、より適切な平均値が得られます。図 10を参
照してください。 

Excalibur PLDには、相関器の部分をロジック部に、コントロール部分をエ
ンベデッド・プロセッサに実装することによって、この RAKEレシーバの機
能を構成することができます。

RAKE Finger with DLL

RAKE Finger with DLL

RAKE Finger with DLL

RAKE Finger with DLL

Coarse Delay Estimator

Combiner

タップ 
遅延 結合された 

狭帯域信号 
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図 10　チャネル・エスティメータと信号デコーダ

アルテラの１個の PLDに、相関器とフィルタをより効率的に実装することが
できます。  

マルチ・ユーザ検出器／干渉キャンセレーション 

DS-CDMAシステムの性能は干渉によって制限され、各ユーザが他のユーザ
の通信に干渉する存在となります。したがって、干渉に強いシステムは、よ
り多くのユーザに対してサービスを提供することができます。このため、各
ユーザの信号から他のユーザの信号を除去するマルチ・ユーザ検出（ MUD： 
Multi-User Detection ）  のテクニック（ジョイント検出と干渉キャンセレー
ション（ IC: Interference Cancellation）とも呼ばれる）を使用して複数のユー
ザのアクセスによる干渉の影響を低減して、システム性能を向上させていま
す。 

MLSE（ Maximum Likelihood Sequence Estimator）は、最適な検出アルゴ
リズムとしてよく知られています。しかし、このアルゴリズムは非常に複雑
で、実際の DS-CDMAシステムには導入できません。このため、ほとんどの
研究開発部門／機関では、この次に最適な手法の開発に力を入れています。
このような次善の手法には、リニアと ICの 2クラスがあります。図 11を参照
してください。  

図 11　 MUDの手法
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シミュレーションの結果から、グループ単位での連続した IC（  SIC： Successive
IC）を実行するのがもっとも確実な手法であることが確認されています。こ
の手法では、ユーザが拡散ファクタにしたがってグループ化され、 ICまたは
デコラレータ（ decorrelator：相関分離器）がグループ内に適用されます。こ
の処理はもっとも低位の SFグループから始まり、高位の SFグループへと進ん
でいきます。 

MUDを PLD内に実装する方法を示すため、以下に  ICをベースにした広帯域 
SICと狭帯域 SICの 2種類の手法を解説します。

広帯域SIC

この手法では、干渉信号が広帯域ドメインでキャンセルされます。まず RAKE
レシーバがユーザ数とマルチパスとの間の相関分離処理を実行します。次に、
相関分離された信号が、信号強度と拡散ファクタにもとづいてグループ化さ
れます。そして、対応する拡散コードを使用して適切な信号が再生成され、
不要な干渉信号が入力の広帯域信号によってキャンセルされます。そして、
最後にキャンセル処理で残った信号がトラックされる各信号に加えられ、対
応するそれぞれのコードによる相関分離が再び実行されます。

図 12は、この機能をブロック図で示しています。

図 12　ブロック図レベルで示した広帯域 SIC 
a 1
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a 3
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r
セレクト・ 
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amaxe
jφ

zmax
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詳細な構成は、図 13のようになります。

図 13　広帯域 SICの詳細なブロック・ダイヤグラム

コンバイナ（ Combiner）を除くすべてのブロックは、プログラマブル・ロ
ジックで実現することができます。重み付けによるコンバイニング機能と 
3.84Mspsの低速信号処理が要求される複雑なアルゴリズムを実行するコンバ
イナは、 Excaliburエンベデッド・プロセッサ PLD上で動作するソフトウェア
によって効率的に実現することができます。

狭帯域 SIC

この手法では、干渉信号が狭帯域ドメインでキャンセルされます。信号がグ
ループ化され、再生成された後（広帯域 SICの手法と同じように）、クロス相
関マトリックスによる相関分離が実行されます。クロス相関マトリックスに
は、異なる拡散コード間の自動相関係数とクロス相関係数が含まれています。
他の拡散コードとの相関をとることによって、不要な信号がキャンセルされ、
干渉信号が除去されます。図 14を参照してください。  
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図 14　狭帯域 SIC

クロス相関マトリックスの評価は、膨大な計算を必要とするタスクとなりま
す。ユーザのプロファイルが変化するごとに、またはマルチパスのタップが
変化するごとに、新しいマトリックスが計算され、反転されなければなりま
せん。このため、 W-CDMAの規格には 245チップのショート・コード (very
long Kasamiコードと呼ばれる )が使用されています。ショート拡散コードを
用いることで、この手法の実現性が高まります。

クロス相関マトリックスの評価には、マトリックスの特殊な構造を活用した
（バンドおよびブロックの Toeplitz構造）複数のアルゴリズムが使用可能です。
そのアプローチのひとつは、ブロック高速フーリエ変換 (FFT)機能を使用した
最小の計算機能でマトリックス反転が可能になるように、ブロック Toeplitz
システム・マトリックスをブロック・サーキュラント・マトリックス（  block
circulant matrix）に展開する方法です。この詳細については、 20ページに掲
載されている参考資料、「 Efficient Joint Detection Techniques in the
Frequency Domain for Third Generation Mobile Radio Systems」を参照して
ください。この手法は、パラレル・アーキテクチャで計算効率を上げること
ができるプログラマブル・ロジックに実装するのが最適です。さらにアルテ
ラは、このアプリケーションに適した FFTプロセッサ・ファンクションも提
供しています。
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シーケンシャル相関器

シーケンシャル相関器では、各入力サンプルにチップ・レートになった PN
シーケンスが乗算されます。実際の実現方法では、データ値がソフト・シン
ボルで表され、数値が大きいほどシンボルが正確に受信されたということを
示します。乗算器からの結果は、シンボル時間にわたって加算されます。シ
ンボル時間の最後に、相関値の合計値がダンプされます。 AMPPのパートナ
企業である、 Nova Engineering社から供給されているシーケンシャル相関器
の IPファンクションを使用することによって、 RAKEレシーバのフィンガ部
と前述の MUDブロックの相関器を実現することができます。

図 15　シーケンシャル相関器

パラレル相関器

パラレル相関器では、データのサンプルが長いシフトレジスタにストアされ、
パイロット PNシーケンスがリファレンス・パターン・レジスタにストアされ
ます。新しいサンプルがデータ・シフトレジスタにストアされるごとに、 2つ
のレジスタの内容が乗算されて新しい相関値の和が生成されます。図 16を参
照してください。 AMPPパートナである  Nova Engineering社から提供されて
いるパラレル相関器の IPファンクションを使用することによって、マルチパ
ス・ディレイ・エスティメータを実現することができます。

図 16　パラレル相関器
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デコーダ

レシーバで使用されるデコーダには、 Viterbi（ビタビ）デコーダと  Turbo
（ターボ）デコーダの２種類があります。 Viterbiデコーダはコンボリューショ
ナル・エンコーダでエンコードされた信号をデコードするときに使用され、 
Turboデコーダは Turboエンコーダが使用されるシステムに適用されます。

Viterbiデコーダ 

Viterbiアルゴリズムは、コンボリューショナル・エンコーディングが行わ
れたデータのデコードに最適なアルゴリズムです。 Viterbiデコーダ回路の
複雑さは、拘束長の指数関数となって増加します。 W-CDMAでは拘束長
が 9のデコーダが要求されており、その実現は容易ではありません。アル
テラは、 W-CDMAの要求に適合した Viterbi MegaCoreファンクションを
提供しています。図 17のブロック・ダイヤグラムを参照してください。

図 17　 Viterbiデコーダのブロック・ダイヤグラム

表１に示されているように、 Viterbiデコーダの実現方法には要求されるス
ループットに応じて 2通りあります。      

シンボル 

Path Metric
Storage
Memory

SysClk
RESET

トレース 
バック 

デコーダ・コントロール 

RR

加算、比較 
セレクト 

ブランチ法 
による計算 

有効 

表  1　 Viterbiのスループット

実現方法 LE数 スピード

シリアル 1,300 500 Kbps

シリアル /パラレル 2,600 2 Mbps
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Turbo デコーダ 

Turbo符号を使用してエンコードされたデータのデコードには、 Turboデコー
ダが使用されます。このデコーダは、エンコーダによってエンコードされた
レートとブロック・サイズの異なるコードを処理する必要があります。アル
テラが提供する Turboデコーダ MegaCoreファンクションには、以下のよう
な特長があります。 

■

 

Max-logMAPデコーダにより、最高の性能を実現 

■

 
UMTS仕様のインタリーバを内蔵 

■ 完全なパラメータ化の実現により、デコーダをシステムの要求に適合さ
せることが可能 

■ スループットを向上させるメモリ・バンク・スワップ・メカニズムを採用 

Turboデコーダのブロック・ダイヤグラムが図 18に示されています。

図 18　 Turboデコーダのブロック・ダイヤグラム

まとめ 第三世代のワイヤレス通信からは、エキサイティングな新しいサービスが提
供される可能性があります。しかしながら、その需要はまだ不明確であり、
関連する技術はさらに発展を続けています。また、その機能や能力を高める
技術をサポートするためには、高いスループットのプラットフォームが必要
です。これらの理由から、要求されるパフォーマンスを実現できる柔軟性の
高いソリューションが求められています。アルテラの IPファンクションの幅
広い製品群、最先端機能を内蔵した高集積 PLD、  Excaliburエンベデッド・プ
ロセッサ PLDは、第三世代の W-CDMA規格に対して完全なソリューション
を提供しています。

デコーダ２

インタリーバデパンクチャパリティ デインタリーバ

データ
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